
サイクリストをおもてなし
～愛媛サイクリングの日～

　自転車に親しみサイクリングを楽しむイベント
が11月13日㈰、愛媛サイクリングの日に県内各地
で開催されました。
　大洲は「いもたきd

で

eお・も・て・な・し」を実施し、
大洲まちの駅「あさもや」と道の駅「清流の里ひ
じかわ」でサイクリストにいもたきを振る舞いま
した。おとずれたサイクリストは温かいいもたき
を味わい、秋晴れの空の下それぞれ自分のペース
でサイクリングを楽しみました。

　設備の老朽化に伴い、総合体育館トレーニング
室の機器を新しく整備し、11月 5 日㈯からみなさ
んにご利用いただいています。
　有酸素運動が行えるウォーキングマシンなど、
13台を新たに設置しました。今まで利用したこと
がないという人をはじめ、老若男女問わず体力向
上や健康づくり、運動不足の解消などにぜひご活
用ください。

たすきをつないで全力リレー
　第 8回大洲市駅伝大会が11月27日㈰、長浜地区

から市民会館までの最長27.2㎞のコースで開催さ

れました。

　時折吹く強い風と冷たい雨が降るなかでの走り

となりましたが、参加した71チーム583人の選手た

ちは、沿道からの熱い声援を受け、懸命にたすき

をリレーしながらゴールを目指しました。

初めての面打ち
　子どもから大人まで気軽に武道を楽しめるイベ

ント「平成28年度武道体験フェスタin南予」が11

月12日㈯、総合体育館で開催されました。

　柔道・相撲・剣道・空手道など 9種目が体験で

きるとあって、参加者らは指導員から作法や武道

具の扱い方などをていねいに教わりながら、次々

に各ブースを回っていました。

新トレーニングマシンを整備
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ナガハマルシェ＆赤橋自
じ

遊
ゆう

空間
　長浜の魅力を発信するイベント「ナガハマルシ
ェ」が11月19日㈯、長浜ふれあい会館で開催され
ました。
　前日からの雨で会場が末永家住宅からふれあい
会館に変更となりましたが、この日は「赤橋自遊
空間」との同時開催となり、会場では飲食ブース
のほか各種販売やワークショップなどが行われ、
心のこもった手作りの品を楽しむ人たちでにぎわ
いました。

　福祉と健康づくり市民のつどいが11月13日㈰、
総合福祉センターで開催されました。
　会場では、各種展示や即売、相談などが行われ、
市民のみなさんが交流を図りました。また、作家
で僧侶の家田荘子さんによる「この世に生まれ、
生きて、生かされて…」と題した講演が行われ、
参加者約300人がお遍路さんの苦労や人間の豊かな
生き方についての話に、熱心に耳を傾けました。

家田荘
しょう

子
こ

さんをお迎えして道後で「まるごと大洲」
　「道後温泉まるごと大洲ええモンセレクション試
食・内覧会」が11月15日㈫、松山市の大和屋本店
で開催されました。約130人の招待客は、大洲の農
林水産物や認定商品のＰＲを熱心に聞き、大洲産
の食材を使った新たに開発したメニューに舌鼓を
うっていました。
　また、「大洲ええモンセレクション」認定事業者
ブースでは、認定商品の展示・試食や商談などが
行われ、今後は道後温泉と大洲市との食と観光の
つながりが深まることが期待されます。

大洲を知り、楽しく交流
　第 1回大洲市異業種交流研修会が11月25日㈮・
26日㈯の 2日間、国立大洲青少年交流の家などで
開催されました。
　参加した市内各事業所の若手職員ら33人は、ま
ち歩き研修やグループワークを通じて、楽しみな
がら大洲市の歴史や観光について学ぶとともに、
同じ大洲市内で働く同世代として、互いに交流を
深めていました。
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愛媛県代表で生活体験発表
　第64回全国高等学校定時制通信制生徒生活体験
発表大会が11月20日㈰、東京の六本木ヒルズで開
催され、大洲高等学校肱川分校の三好雄

ゆう

人
と

さんが
愛媛県代表として発表しました。
　上京前に市長を訪問した三好さんは「今までの
経験を全国大会で伝えたい」と述べ、大会では「調
理師になる」という夢の実現のため歩み始めた今
の自分を発表し、厚生労働省職業能力開発局長賞
に輝きました。

　松山大学女子駅伝部栄養コーチの大田美
み か

香さん
による「人生を変える食事術」をテーマにした食
育講演会が11月19日㈯、総合福祉センターで開催
されました。
　「食事は性格や思考、行動を大きく変える」など、
身近な例やデータを挙げながらの講演に、約200人
の参加者らはメモを取るなどして熱心に聞き入っ
ていました。

人生を変える食事とは 親子で読書を楽しむ
　「夏休みうちどくチャレンジ」表彰式が11月 6 日
㈰、大洲市立図書館で行われました。
　「うちどくチャレンジ」とは、家族間で本の紹介
や感想などを書いた「うちどくノート」を作成す
るもので、内容が優れていた10人に賞状と記念品
が贈呈されました。
　市では、家庭での読書習慣を定着させ、本を介
して家族間のコミュニケーションを深めることを
目的として「家

うちどく

読」を推進しています。

明るい社会にするために
　大洲地区保護司会による第66回社会を明るくす
る運動が11月22日㈫、新谷中学校で開催されました。
　この運動は、犯罪や非行の防止と罪を犯した人
たちの更生について理解を深め、犯罪のない地域
社会を築こうとするものです。生徒の意見発表や
大洲高等学校繁

しげ

桝
ます

義
よしかず

一先生によるギター弾き語り
コンサートがあり、参加者が安全で安心な暮らし
のために、自分は何ができるのかを考えるきっか
けとなりました。
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地
域
と
共
に
育
む

　

松
山
市
で
開
催
さ
れ
た
第
33
回
愛
媛

県
愛
護
班
研
究
大
会
で
、
田
口
地
区
愛

護
班
が
優
良
愛
護
班
表
彰
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

｢

三
世
代
交
流
ふ
れ
あ
い
た
ん
ぼ｣

な

ど
日
ご
ろ
の
功
績
と
長
年
の
活
動
が
認

め
ら
れ
、
松
井
真ま
こ
と

代
表
は
「
地
域
の
み

な
さ
ん
の
協
力
が
あ
っ
て
今
回
の
受
賞

と
な
っ
た
。
今
後
も
こ
の『
ふ
れ
あ
い
』

を
通
し
て
地
域
で
子
ど
も
た
ち
の
健
全

育
成
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

　「
姜か
ん
は
ん沆
」
研
究
に
隣
国
か
ら
「
特
別
賞
」

　

朝
鮮
半
島
か
ら
捕
虜
と
し
て
大
洲
に

連
行
さ
れ
、
日
本
に
儒じ
ゅ

教き
ょ
う

を
伝
え
た
姜

沆
に
つ
い
て
の
研
究
に
功
績
が
あ
っ
た

と
し
て
、
村
上
恒つ
ね

夫お

さ
ん
（
新
谷
）
が

11
月
10
日
㈭
、
韓
国
で
「
ソ
ウ
ル
言
論

人
賞
」特
別
賞
の
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

自
身
の
著
書
が
韓
国
で
翻
訳
出
版
さ

れ
て
い
る
村
上
さ
ん
は
「
驚
い
た
が
、

受
賞
は
大
変
光
栄
。
日
本
の
儒
教
の
発

展
に
大
き
く
貢
献
し
た
姜
沆
の
名
が
も

っ
と
広
ま
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し

た
。

秋
の
叙
勲

田　淵　保
やす

　男
お

さん
（菅田町宇津）
元大洲市議会議員

旭
日
双
光
章

　田淵さんは、長年にわた
り地方自治に尽力されたご
功績により、このたび「旭
日双光章」を受章されまし
た。

松　岡　昭
あき

　夫
お

さん
（長　浜）

元大洲市消防団分団長

　松岡さんは、長年にわた
り消防業務に尽力されたご
功績により、このたび「瑞
宝単光章」を受章されまし
た。

新　田　雅
まさ

　子
こ

さん
（大　洲）

元各種統計調査員

瑞
宝
単
光
章

　新田さんは、長年にわた
り統計調査に尽力されたご
功績により、このたび「瑞
宝単光章」を受章されまし
た。
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行政相談をもっと身近に
　総務省愛媛行政評価事務所による行政相談出前
教室が11月24日㈭、平野小学校で開催されました。
　 6年生13人を対象にして行われた教室では、日
常生活と行政との関わりや、行政相談制度の仕組
みなどが説明されました。その後、児童らはグル
ープに分かれ、通学路などに危険箇所や要望した
いことがないかを話し合い、まとめた意見を発表
しました。

活動継続に新たな活路を
　豊茂自治会による「ミニスーパー豊茂」や移動
販売の取り組みを、 2年間にわたって研究してき
た松山大学経済学部加藤光

こういち

一教授のゼミ生10人が
12月 5 日㈪、豊茂公民館で成果報告を行いました。
　学生らはアンケート結果などを発表し、新たな
ビジネスモデルを提言しました。集まった住民ら
は熱心にメモを取りながら、今後の活動継続のた
めのヒントを得ていました。

　
少す
く
な
ひ
こ
な

彦
名
神
社
参さ
ん
ろ
う籠
殿で
ん

が
最
優
秀
賞

　

平
成
28
年
４
月
、
国
際
連
合
教
育
科

学
文
化
機
関
（
ユ
ネ
ス
コ
）
バ
ン
コ
ク

事
務
所
に
よ
る
２
０
１
６
年
「
ア
ジ
ア

太
平
洋
文
化
遺
産
保
全
賞
」
の
最
優
秀

賞
に
、
少
彦
名
神
社
参
籠
殿
が
日
本
で

初
め
て
選
ば
れ
ま
し
た
。
授
賞
の
理
由

と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
は
、「
地
域
住
民
に

よ
る
草
の
根
的
活
動
に
よ
り
再
生
さ
れ

た
、
模
範
的
な
例
」
と
し
て
評
価
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
を
受
け
、
少
彦
名
神
社
参

籠
殿
修
復
実
行
委
員
会
が
12
月
６
日

㈫
、
受
賞
報
告
に
市
役
所
を
訪
問
し
ま

し
た
。
清
水
英ひ
で

範の
り

委
員
長
は
「
大
変
光

栄
。
今
後
は
、
郷
土
愛
を
育
む
た
め
の

教
材
と
し
て
、
ま
た
新
た
な
観
光
ス
ポ

ッ
ト
と
し
て
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

　

参
籠
殿
は
平
成
25
年
、
実
行
委
員
会

が
中
心
と
な
り
、
寄
付
を
集
め
な
が
ら

修
復
が
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ

の
非
営
利
団
体
「
ワ
ー
ル
ド
・
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
財
団
」
の
危
機
遺
産
リ
ス
ト
に

選
定
さ
れ
、「
フ
リ
ー
マ
ン
財
団
」
か

ら
の
支
援
が
決
定
し
、
平
成
27
年
３
月

に
落
成
し
ま
し
た
。
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文化財
予
よ こ

子林
はやし

客
きゃく

神社社
しゃ

叢
そう

大洲市指定天然記念物
客神社所有

　この社叢のある客神社は、肱川町予子林地区
に位置します。大

だい

同
どう

2 年（807）に社殿が造営さ
れ、その後、現在の場所に移されたとされます。
江戸時代には宇和島藩領のうち「柳

やなぎ

郷
ごう

11ヶ村」
（現在の肱川町予子林、西予市野村町などの一部）
の総

そう

鎮
ちん

守
じゅ

となるなど、格式の高い神社でした。
　この社叢は、シラカシやツブラジイ群落が中
心となり、さらにイロハカエデやネズミモチな
ど多種多様な樹木が繁

はん

茂
も

しています。なかには、
クスやスギなどの20ｍを超える高木や、樹齢300
年を越える樹木も存在しています。
　由緒ある客神社に保護されてきた本社叢は、
標高約250ｍ付近の山林の様相をよく残してお
り、当地域の植

しょく

生
せい

を知るうえで貴重なものです。
（昭和42年 7 月24日指定）

野　鳥
チュウヒ（沢鵟）
タカ目タカ科　58㎝
翼開長137㎝

　広い農地やアシの平原で、Ｖ字型に翼を広げ
て飛ぶタカの仲間で、名前の由来は「宙を舞う
（飛

ひ

）」から来ているそうです。餌を探すときは
下を向いて飛行して、小鳥やネズミを見つける
と急旋回して襲いかかります。大洲市には繁殖
できるほどの大きなアシの平原がありませんが、
まれに肱川本流や矢落川の河川敷で、出会える
ことがあります。
　合併後の大洲市は、海抜1000ｍぐらいの山地
から平地、海までと多様な生態系が形成され、
県下有数の野鳥の宝庫といわれています。野生
の生き物にとって環境が良いということは、当
然人間にも同じです。後は、私たち住民の考え
方一つで、より素晴らしい大洲市になります。
今年も全ての人に幸せがおとずれることを願う
ばかりです。

ＮＰＯ法人かわうそ復活プロジェクト㋟

　
消
防
団
員
確
保
キ
ャ
ラ
バ
ン
事
業
を
実
施

～
大
洲
市
消
防
団
～

　

愛
媛
県
消
防
協
会
で
は
、
消
防
団
員

を
確
保
す
る
た
め
「
消
防
団
員
確
保
キ

ャ
ラ
バ
ン
事
業
」
を
昨
年
度
か
ら
実
施

し
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
県
内
20
市
町

の
消
防
団
長
ら
が
参
加
し
、
10
月
８
日

㈯
、
Ｊ
Ｒ
松
山
駅
前
に
お
い
て
出
発
式

を
行
い
ま
し
た
。

　

大
洲
市
消
防
団
も
、
市
内
各
地
に
お

い
て
キ
ャ
ラ
バ
ン
事
業
を
実
施
し
、
消

防
団
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
「
消
防
団
に
入
り
た
い
」「
消
防
団
活

動
を
通
じ
、
地
域
に
貢
献
し
た
い
」
と

い
う
人
は
、男
女
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、

危
機
管
理
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

危
機
管
理
課
消
防
係

☎
㉔
１
７
４
２

10月 9 日㈰　大洲産業フェスタにて

10月16日㈰　河辺ふれあいフェスタにて11月13日㈰　肱川ふれあいまつりにて
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シリーズ
大洲市を守る消防団員の活動や取り組みを、シリーズでご紹介します。

地域を守るエキスパート　№15



大洲商工会議所青年部　大洲ご当地クイズ
　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
２
０
１
７
年
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

昨
年
の
元
旦
は
金
山
出し
ゅ
っ

石せ
き

寺じ

に
雲
海
と
初
日
の
出
を
見
に
行
き

ま
し
た
。
大
洲
の
素
晴
ら
し
い
自

然
現
象
の
一
つ
が
雲
海
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
雲
海
を
見
る
ポ

イ
ン
ト
と
し
て
高
山
や
神
南
山
な

ど
、
た
く
さ
ん
の
ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
、

開
運
祈
願
に
雲
海
を
見
に
行
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

【
今
月
の
ク
イ
ズ
】

　

雲
海
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
雲
海
公

園
と
名
付
け
、
整
備
し
て
い
る
場

所
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
ど
こ
に

あ
る
で
し
ょ
う
か
。

①　

神
南
山

②　

高
山

③　

藤
縄

【
先
月
号
の
ク
イ
ズ
の
解
答
・
解
説
】

　
「
え
ひ
め
い
や
し
の
南
予
博
２

０
１
６
」
で
大
洲
で
行
わ
れ
た
自

主
企
画
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
数
は
い
く

つ
で
し
ょ
う
か
。

①　

12

②　

21

③　

33

答
え
…
②

解
説
…
「
え
ひ
め
い
や
し
の
南
予

博
２
０
１
６
」
の
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
が
11
月
20
日
㈰
、
宇
和

島
市
の
き
さ
い
や
ロ
ー
ド
、
南
予

文
化
会
館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
洲
市
で
は
21
の
自
主
企
画
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

後
も
イ
ベ
ン
ト
が
育
ち
、
大
洲
が

注
目
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り

で
す
。
青
年
部
と
し
て
も
、
大
洲

を
盛
り
上
げ
る
活
動
を
し
て
い
き

ま
す
。

※ 

今
月
号
の
答
え
は
、
広
報
大
洲

２
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

　愛顔つなぐえひめ国体・えひめ大会の開催年を迎えました。大洲市は、次の 4競技の開催地であり、国内
トップレベルの戦いを間近に見るまたとない機会です。大会中は全国各地からたくさんの選手や応援のみな
さんがおとずれます。市民のみなさんと一緒に、心をこめたおもてなしの大会にしたいと思いますので、ご
協力をよろしくお願いします。

2017年 いよいよ開催

えひめ国体　第72回国民体育大会 えひめ大会　第17回全国障害者スポーツ大会

ソ フ ト ボ ー ル　10月 1 日㈰～10月 2 日㈪
カヌースプリント　10月 1 日㈰～10月 4 日㈬
ソ フ ト テ ニ ス　10月 6 日㈮～10月 7 日㈯

バスケットボール　10月28日㈯～29日㈰
　（知的障がい）

たくさんの市民のみなさんにご協力いただき、リハーサル大会を開催することができました。ありがとうございました。

第62回全日本総合男子ソフトボール選手権大会
八幡浜・大洲地区運動公園野球場／

平成28年9月17日㈯～18日㈰
　左：熱戦の様子
中央：地元小中学生による応援
　右：競技補助員の高校生も活躍

西日本カヌースプリント大会
鹿野川湖特設カヌー競技場／平成28年11月 5 日㈯～ 6日㈰

左：静水面をいかに速く漕ぐかを競うカヌースプリント競技。大洲市の選手
　　も大活躍
右：ドリンクを振る舞うボランティアスタッフのみなさん

平成28年度女子第60回全日本実業団ソフトテニス選手権大会
八幡浜・大洲地区運動公園テニスコート／平成28年 7 月30日㈯～31日㈰

　左：試合の様子
中央：日替わりで振る舞われた「じゃこてん」と「大洲コロッケ」
　右：小中学生作成の応援のぼりや市民ボランティアのみなさんが育てた花

14広報大洲 2017年１月号

シリーズ



★

★

国
際
協
力
の
現
場
で

　

２
年
間
の
活
動
を
振
り
返
る
と
、
も

っ
と
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
で
き
た
の
で

は
な
い
か
と
い
う
反
省
と
、
現
地
の
た

め
に
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
た
、
と
い

う
充
実
感
が
交
錯
し
て
い
ま
す
。

　

目
の
前
に
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
あ

り
、
そ
れ
ら
全
て
に
は
解
決
策
を
見
い

だ
す
こ
と
の
で
き
な
い
自
分
の
無
力
さ

を
痛
感
し
な
が
ら
も
、
で
き
る
こ
と
を

探
し
、
で
き
る
こ
と
が
増
え
る
よ
う
に

動
い
た
２
年
間
で
し
た
。
協
力
隊
が
共

に
活
動
す
る
の
は
、
文
化
も
言
語
も
考

え
方
も
違
う
外
国
人
。
接
し
方
に
迷
う

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
最
も
大
切
な

の
は
相
手
を
尊
重
す
る
こ
と
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。
難
し
い
こ
と
は
何
も
な
か

っ
た
の
で
す
。

　

残
り
わ
ず
か
な
任
期
、テ
ラ
ン
ガ（
お

も
て
な
し
）
の
心
で
あ
ふ
れ
る
セ
ネ
ガ

ル
の
風
景
を
し
っ
か
り
目
に
焼
き
付
け

て
帰
り
ま
す
。

（
現
地
時
間
２
０
１
６
年
11
月
22
日
・

セ
ネ
ガ
ル
生
活
６
８
８
日
目
）

ごみの啓発授業の様子

青年海外協力隊　藤本　顕
あき

允
まさ

　さん
ンダンクンダンク※ ＪＩＣＡセネガル通信　№ 6
※ウォロフ語で「少しづつ」の意味

　市では、男女共同参画を推進する指針として平成28年 3月に「第 2次大洲市男女共同参画推進計画」を策定
しました。計画内のさまざまな施策を推進するため、毎年市における男女共同参画の進捗状況を公表しています。
審議会などにおける女性委員の登用状況

審議会など
（うち女性委員のいる審議会など）

延べ総委員等数（人）
（女性委員数） 女性委員比率

Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28
地方自治法（第202条の 3）
に該当する審議会等数 ※ 1

38
︵34）

40
︵35）

38
︵34）

881
︵178）

820
︵168）

773
︵165） 20.2% 20.5% 21.3%

地方自治法（第180条の 5）
に該当する審議会等数 ※ 2

6
︵2）

6
︵2）

6
︵2）

56
︵6）

56
︵5）

56
︵5） 10.7% 8.9% 8.9%

小　　　計 44
︵36）

46
︵37）

44
︵36）

937
︵184）

876
︵173）

829
︵170） 19.6% 19.7% 20.5%

要綱・規程等に基づき市が独
自に設置している審議会等数

16
︵10）

22
︵17）

23
︵19）

220
︵25）

316
︵94）

301
︵96） 11.4% 29.7% 31.9%

合　　　計 60
︵46）

68
︵54）

67
︵45）

1157
︵209）

1192
︵267）

1130
︵266） 18.1% 22.4% 23.5%

※ 1　地方自治法に基づき法令・条例で設置されている審議会などの数
※ 2　教育委員会・選挙管理委員会・公平委員会・監査委員・農業委員会・固定資産評価審査委員会の数

自治会長、ＰＴＡ等会長における女性役員
女性役員数（人） 役員総数（人） 女性役員比率

Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28

区長会・
自治会など

区長会長（※） 1 30 3.0%
自治会長 1 2 2 33 33 33 3.0% 6.0% 6.0%
会長以外の役員 74 67 69 572 539 517 12.9% 12.4% 13.3%

小学校 ＰＴＡ会長 0 1 2 15 14 13 0.0% 7.1% 15.4%
会長以外の役員 27 213 168 68 291 231 39.7% 73.2% 72.7%

中学校 ＰＴＡ会長 1 0 1 9 9 9 11.1% 0.0% 11.1%
会長以外の役員 13 122 135 42 162 188 31.0% 75.3% 71.8%

※　平成27年度より地域自治組織の再編により区長会が自治会と統合

市における女性の役付職員（係長及び係長相当職以上）と一般職員への登用状況
役付職員
（人）

うち女性
（人）

女性役付職員の内訳（人） 役付職員
女性比率

一般職員
（人）

うち女性
（人）

一般職員
女性比率次長クラス 課　長 課長補佐 係　長

Ｈ26 348 104 0 2 9 93 29.9％ 318 199 62.6％
Ｈ27 349 105 1 1 14 89 30.1％ 308 202 65.6％
Ｈ28 367 120 1 1 15 103 32.7％ 345 233 67.5％

　

ア
ッ
サ
ラ
ー
マ
レ
イ
ク
ム
（
ウ
ォ
ロ

フ
語
で
「
こ
ん
に
ち
は
」
の
意
味
）。

青
年
海
外
協
力
隊
と
し
て
西
ア
フ
リ
カ

の
セ
ネ
ガ
ル
で
活
動
し
て
い
る
藤
本
顕

允
で
す
。

　

ラ
ッ
カ
セ
イ
や
ヒ
エ
、
ア
ワ
な
ど
の

穀
物
、
バ
オ
バ
ブ
の
木
の
葉
の
緑
が
ま

ぶ
し
か
っ
た
雨
季
が
終
わ
り
、
砂
ぼ
こ

り
の
舞
う
茶
色
一
色
の
乾
季
が
戻
っ
て

き
ま
し
た
。
日
本
の
冬
と
は
比
べ
も
の

に
な
り
ま
せ
ん
が
、
水
シ
ャ
ワ
ー
を
恨

め
し
く
感
じ
る
時
期
で
す
。

２
度
目
の
タ
バ
ス
キ
（
犠
牲
祭
）

　

街
中
で
人
の
数
よ
り
も
ヒ
ツ
ジ
の
数

の
方
が
多
い
の
で
は
な
い
か
、
そ
ん
な

錯
覚
に
陥
る
タ
バ
ス
キ
を
今
年
も
経
験

し
ま
し
た
。
配
属
先
の
同
僚
の
家
に
お

じ
ゃ
ま
し
、
ヒ
ツ
ジ
の
解
体
を
手
伝
い

ま
し
た
。
目
の
前
で
ヒ
ツ
ジ
が
肉
に
変

わ
っ
て
い
く
様
は
、
何
と
も
い
え
な
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。
タ
バ
ス
キ
後
、
１

〜
２
週
間
は
羊
肉
料
理
が
続
き
ま
す
。

ご
み
は
ご
み
箱
へ

　

日
本
で
暮
ら
す
私
た
ち
に
は
当
た
り

前
の
こ
と
で
す
が
、
任
地
で
は
ま
だ
ま

だ
徹
底
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
家
の
中
で

も
道
で
も
、
ポ
イ
捨
て
は
当
た
り
前
と

い
う
状
況
で
す
。
そ
こ
で
同
期
隊
員
と

共
に
、
小
学
校
の
先
生
向
け
に
ご
み
の

啓
発
授
業
を
行
い
ま
し
た
。
活
発
な
意

見
交
換
も
あ
り
、
有
意
義
な
時
間
と
な

り
ま
し
た
。
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